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論文内容要旨
 ・1・緒言
 脊椎動物の鱈漣1,丁!断笑絵は,多数の研究者により,古くから背走われて鳶πが,哺乳動1融の喬・虜
 切断後は,切断間蘇へ主として結合組精細胞や:子耳1紬多細胞による駿痕維亀が侵入するために,損傷脊
 髄の修復は殆んどあり得ないというのが従来の走読であっπ。
 比較的最近に飛りこの疲痕組織を抑制する試みが攻されてきたが,志水け米国に於て台湾のKao
 と共に培恭し/こ小脳組織を脊漣切断部位に自家彩・値したところ,歩行が可能と方る犬を観察したe
 然し切除実験はたされて牽らず.ま児組織学的にも神経組総の連絡は充分に証明されていない。著
 者は49頭の犬を用いて脊、庭切断の他に,5瀟から101朧に亘って脊髄を切除し,或は一、壁脊髄を
 切断してむいて対麻痺のま＼経過した4群の犬について,培養小脳組織な自家移植し,本実験を行
 なつπ。49頭の犬のうち2ケ月以、ヒに亘って観察し得た犬は16頭であり,そのうち4頭が歩行
 可能とたった。これらの犬の歩行経過,脊髄切断親の組継1学的所見及び膀胱機能の回復過程を検討
 し,とくに脊髄切除部には,再生樫轟維の存在を証明することが出来た。
 ∬実験動物及び実験方法
 実験動物ま体重8～151`6の牡成犬49頭を用いπo先ず興embutalによる麻齢を行左い小脳
 虫部を}采∫取し,一週闘器'京塀}養を行左レ、,次で第12胸椎の高さで・手薙を規喰斤或は切除したのち培
 養小脳組織を切断闘§寂に自家移植した。術後一週間に亘って抗生物甕・総督皮質ホルモン,ビタミ
 ンBい.B～を投一与し,鋸屑をしいた管理室で飼育雛擦した。また膀胱機能の国難夏黄,酷烈跨胱内圧
 曲線で記録し,爽に映画によって歩行経過を記録し定。脅漣切断都の組織学的検索は9μの厚さで
 辺粥こ標本を作製し,Ma8son-Goユdner染色,Bod.ian染色,一部のものにはHaemato-
 xylin-Eo8in染色,K⊥Uver-Barrera染色を行たった。
遇実験結果
 (1)立位及び歩行が可能となった犬の歩行経過。術後2ケ月以上に亘って生存した犬は46頭で
 あり,そのうち4頭が歩行可能となつπ。即ち脊髄切断群のDog・No55.5購の脊髄切除群
 のDOg・No・49,聾・o,41の5頭は術後2ケ月ころより皇位及び歩行が可能とな少,漸次歩行
 の上達がみら・rLアこ。しかしNO・55は術後6ケ月ころより歩行が拙劣と攻り,歩行が不可能となった
 のて術i・.も8ケ月'で剖検しκ。No・40,NO4篤術後6ケ月ころより歩行が拙劣となり,歩行が
 拙劣であっ疋術後9ケ弓に於て剖検しlt。Do9・輩。・54擾一旦脊!・1{1を切断してお・い・て以後9ケ
 月問対駅窟のま＼経過し全ぐ、三三1畝}縦≧の睡薩が乱・1隣られ黛かつ1こ犬である。9ケ月後に前回切断し
 彬縦を切場llし,7猟と'なつプヒ島原
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 値した例であるが,術後2ケ月ころより立位が可能となり,次で歩行の上達がみられ,この犬は歩
 行が拙劣と左る前に,即ち術後7ケ月で剖検した。(2)実験動物の膀胱内圧曲線。歩行が可能であ
 った4頭のうち5頭にほy正常に近い排尿収糸li{曲線が認められ,他の一頭も正常排尿が認められた。
 ま定膀胱率縮旨の回復過程をみると,歩行が不可能た時期では排尿収縮曲線は認められず,歩行が可
 能になるに従い排尿収縮曲線が認められた。歩行が不可能であっπ犬ては全例織盗性尿失禁を示し
 た。(3)・でf.駐切断部及び切除剖の組織学的所.見。歩行が不可能となったNo・55には再生神経線維
 は認められず,瘢痕組.織の増殖が認められたoNo・40,No・41は瘢痕組織の左かに少数の再
 生神経紛雑が認められ,一方No・54では瘢痕組織に圧迫されながらも切除された脊髄の上下を
 連絡する再生神経線維が認められた。また本実験を行なったもの、左かで,脊髄切断間隙に殆んど
 織痕組織の認められ左いものが観察されたo
 w考按
 脊畦動物のうち魚類や両棲類は脊髄が切断されても,術後約三週間で完全に再建されるのが観察一
 されている。しかし哺乳動物に於ては脊髄切断間隙に復痕組織が形成されるたぬて損・傷脊髄の修復は
 お・こ匂得左いとされてきた。この瘢痕組織淫抑制するために鍛il■iporeFilter及び種々の薬剤
 を用いる方法等が試みられて蓉たが,未だ不充分の状態であり,従来までの報告では運動機能の回
 復を伴ない,紛織学白く1にも再生神経線維の証明を厳密に行政つた報告はみあたらない。さて本法を
 施行したのちに,何故擾痕組織が殆んど才ゴ1瑞rjされるものが観察されたかについては,Millip-
 OreFilter,副腎皮質ホルモン等を併用しているために確実なことはいえないが,/♪なくとも.
 漆漉郁艇痕組織の形成を抑制する大きた因子と考えられた。次に脊髄切除部の再生神経線維を'検討
 してみると,No・5一では9ケ月間全く運動機能の回復が認、うられ左かつたものであり,また脊・
 髄'切除間隙は7礁であり,脊髄を切り残したとは考えられず,更に歩行が可能となって初めて膀
 胱機能の回復が認められてむり,Bo己‡an染色では銀に強く染色される好銀線維が切除された脊髄
 の上下を連絡して誇りこれらの所舞,より再生神経線維と考えられ島一方歩行が可能となった犬も長期1
 に亘って観察すると獅テが拙劣と浸る犬が観察されて診り,これらの犬の脊髄切除部の組織学的所見を
 考え合わせろと,一β.連絡の瓜(た再生神経線維も増殖侵入してくる瘢痕組織に抗しきれずに変性し
 ていくものとも考えられた。歩行が不可能であった犬のうち少数の例で全く僅少の再生神経線維の認め
 られるものがあったが.これらは3、borUveRegenera七ionと考えられた。
 V結語
 〔1)本実験を行なつπ総計49頭のうち,16頭が2ケ月以上生存し,うち4頭が歩行可能とな
 り,本法の成功率は25%てあった。(2)歩行が可能であった時期に剖検したものでは、脊髄切除
 部に再生神経線維が認められた。(31歩行が拙劣となった時期に剖検したものでは僅かの再生神経
 ,線維が認められた。㈲歩行が不可能7}二時期に剖検したものでは再生相懸線維は全ぐ認められなか
 った。15)歩行が可能であった犬では,ほy⊥!ぎ常に近い膀胱内圧曲線が得られた。
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 審査結果の要旨
 哺乳動物の脊髄切断実験はW‡ndleらにより,種々行なわれてきたが,切断された脊髄神経
 線維の再生は,殆んど不可能であるという¢)が従来の定説であった。
 即ち亀脊髄が切断された場合,こ¢)脊髄切断都へ無合組織細胞や神経膠細胞が早期に侵入し,
 脊髄・切断部は強固な瘢痕組織で置換されるために,再生神経絵雛はこの瘢痕組織を貫通すること
 が出来ず,損傷脊髄の修復は殆んど不可能と考えられてきた。.
 太研究では,成犬49頭を用い,一週間器官培養を行なった小脳組織を,脊髄切断間隙に自家
 移植し,次の結果を得ている。
 (1)体重8-15k望の社成犬49頭を用い,脊髄切断犬,5?73"zの脊髄切除犬,10η年耽の脊髄
 切除犬,・及び一旦脊値を切断してあ・いて,対麻痺のま、経過してから,その部の瘢痕組織を切除
 した4群の犬に,培養小脳組織を自家移植した。
 総計49頭のうち2ケ月以上に亘って生存し,観察し得た犬は46頭であ診,うち4頭が歩行
 可能となり,憲法の成功率は25%であった。
 (21歩行が可能となった犬は.概ね術後2～5ケ月頃より立位が可能と左}),次いで漸次立位が'
 可能な時間が延長し,術後約4ヶ月頃より歩行が可能となった。しかし,な畑蔓期に亘って観察
 したところ,術後約7ケ月頃より歩行が拙劣となり,ついには歩行が不可能となる犬が観察され
 た。
 (31歩行が可能とたった4頭のうち,歩行が可能な時期に剖検した犬では,脊髄切除部に再生神
 経線維と考えられる好銀線維が認められ,しかも脊髄切除を行なった上下の脊髄神経線維と連
 絡してレ・る所見が得られた。
 しかし,一旦歩行が可能と左り,そび)後歩行が不可能となってしまった犬では,全く再生神経
 線維1・t認められず,脊髄切断部は搬痕組織によって置換されていた。
 一方,歩行が拙劣とたった砕期に剖検した犬では,麹痕組織のなかに僅かの再生神経線維が認
 められた。
 (4)歩行が可能となった犬の膀胱内圧曲線を検討してみると,4頭のうち1頭のみが不完全排尿
 であったが,他の5頭には耽明らかに排尿収縮曲線が認められ,横溢性尿失禁は認められなかっ
 た。
 また,膀胱機能の回復過程を検討してみると,歩行が不可能であった時期には,排尿収縮曲線
 は全く認められなかったが,歩行が可能な時期に記録したもので排尿収縮曲線が認められ,横湛
 性尿失禁は観察されなかった。
 ㈲太実験を施行した4群の犬について,脊髄切断或は切除部にみ.られた瘢痕組織を検討してみ
 ると,次の4型に分類出来た。
 即ち,①殆んど瘢痕組織の認められないもの,②柵状に瘢痕組織が増殖しているもの,③主と
 して一側¢)硬膜より瘢痕組織の侵入しているもの,④脊髄切除部が全般的に細くなり,この部に
 瘢痕組織の認められるもの,の4型であり,培養小脳組織を脊髄切断間隙に自家移植することに
 より,瘢痕組織の形成が殆んど認められないものが確認された。
 以上の結果より,損傷脊髄に対する培養小脳輝織自家移植法は晃脊髄切断間隙に認められるべ
 き搬痕組織の形成を抑制する因子と考えられ,また脊髄切断或は切除を行ない本法を施行したの
 ち,術後約2～5ケ月頃より歩行が可能となる犬が観察され,組織学的にも再生神経線維が認め
 られており,従来までかかる報告はなく,志研究は脊髄外科の発展に寄与するところが大きいと
 考える。
 よって,登{立授!・与にイ直ロずるも(Z)とi愚めろ。
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